
 
 

☆
二
月
一
一
日
「
思
想
と
信
教
の
自
由
を
守
る
」 

 
 

 
日
本
国
憲
法
が
示
す
、
自
由
の
保
障
に
反
す
る
「
建
国
記
念
の
日
」 

 

◆
二
月
一
一
日
は
「
建
国
記
念
の
日
」
と
政
府
は
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
か
つ
て
、
神
話
に
基 

 

 
 

づ
い
て
、
最
初
の
天
皇
の
神
武
天
皇
が
即
位
を
し
た
「
紀
元
節
」
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
政
府
は 

 

 
 

敗
戦
後
、
こ
の
日
を
「
建
国
記
念
の
日
」
と
し
、
「
日
本
の
建
国
は
天
皇
の
即
位
の
日
。
天
皇
の 

日
本
支
配
が
確
立
し
た
日
だ
」
と
い
う
神
話
を
国
民
に
思
い
起
こ
さ
せ
、
そ
の
日
を
祝
う
様
に
と 

国
民
に
示
そ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、
私
た
ち
の
国
を
形
作
る
日
本
国
憲
法
に
示
さ
れ
た 

 

私
た
ち
の
自
由
を
保
障
す
る
理
念
に
反
す
る
こ
と
で
す
。 

◆
日
本
国
憲
法
は
第
一
九
条
で
、
私
た
ち
の
思
想
及
び
良
心
の
自
由
を
保
障
し
、
第
二
〇
条
で
信
教 

 

の
自
由
（
宗
教
の
自
由
）
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
内
心
の
自
由
を
ふ
ま
え
て
、
第
二
一
条 

 

で
、
集
会
や
結
社
、
言
論
・
出
版
、
等
の
「
表
現
の
自
由
」
の
保
障
、
第
二
二
条
で
居
住
や
職
業 

 

選
択
の
自
由
、
と
い
っ
た
外
的
な
自
由
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
第
二
三
条
に
お
い
て
「
学 

 

問
の
自
由
」
を
保
障
し
て
い
ま
す
。
こ
の
憲
法
に
よ
っ
て
日
本
の
法
律
は
方
向
付
け
ら
れ
、
政
府 

 

は
そ
の
憲
法
・
法
律
に
基
づ
い
て
政
治
を
執
り
行
い
ま
す
。
国
民
の
基
本
的
人
権
と
し
て
の
自
由 

 

を
尊
重
す
る
こ
と
は
政
府
の
義
務
で
あ
り
、
そ
れ
を
侵
す
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。 

 

日
本
学
術
会
議
会
員
任
命
拒
否
問
題
に
見
る
、
自
由
の
侵
害 

◆
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
私
た
ち
の
自
由
の
保
障
は
、
国
民
が
政
府
か
ら
の
自
由
の
侵
害
に
対
抗
で 

 

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
建
国
記
念
の
日
」
の
制
定
を
は
じ
め
、
政
府
は
、 

 

か
つ
て
も
今
も
、
国
民
の
自
由
を
奪
う
政
策
を
打
ち
出
し
続
け
て
い
ま
す
。
一
つ
の
具
体
例
と
し 

 

て
、
昨
年
一
〇
月
一
日
、
菅
義
偉
首
相
は
、
日
本
学
術
会
議
が
新
た
な
会
員
と
し
て
推
薦
し
た 

 

一
〇
五
人
の
う
ち
六
人
の
任
命
を
拒
否
し
ま
し
た
。
日
本
学
術
会
議
は
法
律
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ 

 

そ
の
会
員
は
、
学
術
会
議
が
選
考
・
推
薦
し
、
そ
の
推
薦
に
「
基
づ
い
て
」
首
相
が
任
命
す
る
と 

 

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
基
づ
い
て
」
と
は
、
原
則
と
し
て
推
薦
通
り
に
任
命
す
る
、
と
い
う
こ 

 

と
で
す
。
し
か
し
そ
の
理
由
も
明
ら
か
に
し
な
い
ま
ま
、
任
命
拒
否
が
な
さ
れ
、
政
府
の
恣
意
的 

 

な
人
事
介
入
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
政
府
が
、
憲
法
の
保
障
す
る
「
学
問
の
自
由
」
を
侵
害 

 

し
て
い
る
こ
と
に
他
な
り
ま
せ
ん
。 

  

皆
で
「
自
由
獲
得
の
努
力
」
を
！ 

◆
私
た
ち
は
二
月
一
一
日
を
「
思
想
と
信
教
の
自
由
を
守
る
」
そ
の
日
と
し
て
憶
え
て
、
憲
法
に
定 

 

め
ら
れ
た
基
本
的
人
権
を
守
る
戦
い
、
自
由
を
守
る
戦
い
を
主
張
し
ま
す
。
政
府
に
よ
る
私
た
ち 

 

の
自
由
の
侵
害
の
問
題
は
、
今
後
さ
ら
に
強
ま
る
で
し
ょ
う
。
憲
法
は
私
た
ち
の
自
由
を
守
る
力 

 

で
す
。
そ
し
て
第
九
七
条
で
言
う
通
り
「
こ
の
憲
法
が
日
本
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、
人 

 

類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の
努
力
の
成
果
」
で
あ
る
こ
と
を
憶
え
、
こ
の
憲
法
の
心
を
引
き
継 

 

が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
の
、
私
た
ち
国
民
の
生
活
一
つ
ひ
と
つ
に
お
け
る
「
自
由
獲
得
の 

 
 

 

努
力
」
が
、
将
来
に
お
け
る
私
た
ち
の
「
自
由
」
を
物
語
る
も
の
に
な
る
と
信
じ
、
望
み
を
持
っ 

 
 

 

て
、
皆
で
力
を
合
わ
せ
、
共
に
戦
い
ま
し
ょ
う
。 

    

二
〇
二
一
年
二
月
一
四
日
（
日
）
護
憲
平
和
行
進
（
通
算
六
四
八
回
目
） 

 
 
 

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会 

事
務
局 

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一―

一
五 

 
 

★
月
例
護
憲
平
和
行
進 

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合 

 

◆ 私たちの自由のため、日本国憲法を守ろう！ 

◆  ◆  

 浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松  で検索  



                           

  
 

 

日
本
国
憲
法 

第
三
章 

国
民
の
権
利
及
び
自
由 

  
 

 

第
十
九
条 

思
想
及
び
信
教
の
自
由
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。 

  
 

 

第
二
十
条 

信
教
の
自
由
は
何
人
に
対
し
て
も
こ
れ
を
保
障
す
る
。 

  
 

 

第
二
三
条 

学
問
の
自
由
は
、
こ
れ
を
保
障
す
る
。 

 


